
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ● その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

国が示す実施要綱に合わせ、提供会員講習会のカリキュラムに児童虐待防止に係る講習を取り入れることとし、内容等の調整中。

来年度以降の方
向性

引き続き子育て家庭のニーズに柔軟に対応できるよう、提供会員の確保に努める。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

成果指標１の目標未達について、新型コロナ対策として一部の病児預かりを休止している影響のほか、子ど
もを預けたい理由が発生しなかった等の要因が考えられる。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

5,815 7,111 5,715 8,560 9,780 11,000

↓

アウトカム
成果指標1

利用件数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

17,823 18,567 18,208 19,260 20,060 20,800

人工

指標

アウトプット
活動指標1

利用登録会員数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.25 人工

令和7年度予算額 79,000 千円 うち特定財源 35,506 千円 正規職員業務量 0.3

正規職員業務量 0.25 人工

令和6年度決算額 72,097 千円 うち特定財源 35,506 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.25 人工

令和6年度予算額 69,000 千円 うち特定財源 32,840 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

保育サービスを希望する家庭が増える中で、保育所等への送迎や病児等の預かり先の確保を必要としている家庭の様々な
ニーズに応える。

他都市の状況

９９６自治体（令和５年度）　※こども家庭庁ＨＰ（令和７年７月１４日付け資料）より

市民参加の実施

令和5年度決算額 59,658 千円 うち特定財源 35,506

施策名 社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えています。また

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

依頼会員数は年々増加しており、利用者のニーズは今後も多様化していくことが予想される。
一方で、コロナ禍を契機に提供会員数は減少しており、提供会員の高齢化も進んでいる。今後も利用者のニーズに応えられる
よう、引き続き提供会員の確保に努める必要がある。

事業内容
（何を実施し）

＜取組内容＞
①子育て援助活動支援事業は、子育てと仕事の両立を支援するため、援助を受けたい人（依頼会員）と援助したい人（提供会
員）とにより会員組織をつくり、地域で子育て家庭を支援する仕組みである。日常的（事前に予定が決まっている）預かりの「さっ
ぽろ子育てサポートセンター」と、緊急時や病児・病後児預かりの「札幌市こども緊急サポートネットワーク」の２つの事業を実
施。札幌市内に在住または勤務先のある０歳から小学校６年生の子どもを育てている家庭の方が対象。
②子育てと仕事の両立を支援するため、病児・病後児預かりの利用料金を補助している。３時間以上利用した場合、３０分当た
り３５０円を補助。

＜実施結果＞
依頼会員：１８，１６７人（子サポ：８，１０７人、緊サポ：１０，０６０人）
提供会員：６９５人（子サポ：３９９人、緊サポ：２９６人）
両方会員：４１人（子サポ：３７人、緊サポ：４人）
利用件数：５，７１５件（子サポ：４，６１４件、緊サポ：１，１０１件）
病児預かり補助金利用件数：５３２件

事業名 子育て援助活動支援費

評価担当課 所   属 子）子育て支援　子育て支援課 電話番号 011-211-2997

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 23526


